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　　　　研究
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〔表題〕　『内的世界と外的現実㈹一対象関係論の検討』
〔梗概〕本書は，Otto　Kemberg著“Internal　World
and　External　Reality”，1980，　Jason　Aronson　Inc．か
ら第一部‘Object　Relations　Theory　Examined’のみ
を取り出して，ひとまずこれを全訳したものである。
　Kernbergは広い意味でのく人格障害の研究〉を精神
分析学の立場から一貫して推し進めてきた人であるが，
とりわけ〈境界パーソナリティー機構（Borderline
Personality　Organization）〉と彼みずからが名付ける
人格障害の研究は，その延長に立つく病的ナルシシズム
（Pathological　Narcissism）〉の研究と並んで，伝統的
精神分析学の可能性を理論と臨床の両面で著しく拡大し
たものとして，広く精神病理学一般の世界からも大きな
注目を集めている。しかしながら，主として神経症の治療
を中心としてきた精神分析学の伝統に精神病と神経症の
境界領域の研究を通じて新しい可能性を拓きつつある彼
の業績は，〈対象関係論（Object　Relations　Theory）〉
とく自我心理学（Ego　Psychology）〉という現代精神分
析学の二大潮流を一つに統合しようとする努力から生ま
れたものであって，その点からもまた大きな注目を集め
ている。
　Kernbergは，本書『内的世界と外的現実』でみずか
らの理論的基盤のよって来たるところを対象関係論の歴
史を自我心理学の立場から振り返ることによって検討
し，併せてみずからの自我心理学的対象関係論を正常な
個人・カップル・集団と病的な個人・カップル・集団の
力動心理学的解明に応用して，対象関係論に基づく新し
い社会心理学的基盤の構築を模索している。ここに訳出
した『内的世界と外的現実e』は，対象関係論の歴史の
検討という体裁をとりながらも，Klein，　Fairbairn，
Jacobson，　Mahler等，取り上げられた個々の学者の理
論的エキスを抽出して，それらをKernberg自身の立場
から批判的に点検・通覧したものでもあるため，実質的
には，Kernbergの所論がく比較対象関係論の試み〉を
通じて間接的な形で浮き彫りにされる結果となってい、
る。
　Kernbergの批判的視点は，どの理論家に対しても公
平を失っていないが，何と言ってもJacobsonとMahler
の研究に寄せる信頼には絶大なものがあり，その点で私
たちは，米国で発展したく現代自我心理学〉の重みをあ
らためて痛感させられることになるであろう。とはい
え，Kernbergの真の功績は，　Klein，　Fairbainらに代
表されるく英国対象関係論〉の天才的着想を綿密な自我
心理学的枠組みの中に統合して，それを新しい臨床面に
応用した点にあると見なしてよく，その意味で，内的対
象関係を重視する英国対象関係論の影響にはきわめて本
質的なものがあると言わなければならない。
